
ＦＴＣの紹介
動画はこちら

令和４年度「Fukushima Tech Create」参加者募集

福島イノベーション・コースト構想推進機構では、イノ
ベ地域（福島県浜通り地域等15市町村）において、起業や
新事業展開を目指す方々のチャレンジを後押しします。

Fukushima Tech Create（略称：FTC）

FTCでは、３つのエンジンで起業・創業をサポートします。

①専門事業者による伴走支援
・豊富な支援実績を有する専門コンサルタント事業者による起業・創業ステージに応じ
たアイデアの具現化や事業計画のブラッシュアップなど、ハンズオン型支援を無料で
受けられます。

②イノベーション創出支援助成金（最大1,000万円、助成率10/10）
・審査により、試作品開発や市場調査、実証などの費用を最大1,000万円まで助成します。
・令和３年度の参加者の場合、審査の結果、100万円から500万円程度が助成されました。

③「FTCサポーター」によるバックアップ支援
・福島県内外の行政機関、金融機関、大学、研究機関などがサポーターとなり、実証場
所の紹介やアドバイス、情報の提供等を行います。

【お問い合わせ先】

福島イノベーション・コースト構想推進機構 事業創出支援課

〒960-8043福島県福島市中町1-19 中町ビル６F

TEL ： 024-581-7045    Email ： jigyoshien@fipo.or.jp （FTC特設ページ）

イノベ機構 FTC

※イノベ地域とは
イノベーション・コース
ト構想推進地域である福
島県の浜通り地域等に位
置する15市町村（いわき
市、相馬市、田村市、南
相馬市、川俣町、広野町、
楢葉町、富岡町、川内村、
大熊町、双葉町、浪江町、
葛尾村、新地町及び飯舘
村）

支援プログラム
などは裏面へ

受付期間：令和4年4月21日(木)～令和4年5月31日(火)17:00まで

※申し込み詳細は、福島イノベ機構ＨＰをご覧ください。
URL：https//www.fipo.or.jp/news/19245

支援対象

・イノベ地域に既に立地している、又は、将来的に同地域に根差してビジネス展開を行
う意思を有する企業、個人等。

・イノベ地域に法人格を有する団体等と連携して事業を行おうとする企業、個人等。

・居住地、在勤地を限定しません。全国のどこにいても申し込み可能。

・年齢、学歴等は問いません。学生やサラリーマンなども歓迎。



主要ターゲット：３プログラムがターゲットとする企業ステージは、概ね下図のイメージ （主にシード期及びアーリー期が支援対象）

プログラム名 募集対象 採択予定数

ビジネスアイデア事業化
プログラム

イノベ構想※1重点６分野※2での起業や新たな事業化を目指す企業、個人等
２０社（者）

程度

地域未来実現プログラム
イノベ地域の社会・地域課題をテーマとして、これを解決することを目的とした
起業や新事業展開を目指す企業、個人等

７社（者）
程度

アクセラレーション
プログラム

イノベ構想重点６分野での事業化を目指す、又は、社会・地域課題解決に向けた
新事業展開を行おうとするアーリーステージにある企業、個人等

７社（者）
程度

復興庁、経済産業省、福島県

いわき市、相馬市、田村市、南相馬市、川俣町、広野町、楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村、新地町、飯舘村

日本政策投資銀行東北支店、日本政策金融公庫いわき支店、東邦銀行、アグリビジネス投資育成株式会社、日本クラウドキャピタル、MAKOTOキャピタ
ル、ユニコーン、ファンドクリエーション、ニッセイキャピタル、イークラウド

東北大学 (未来科学技術共同研究センター(NICHe)）、福島大学、会津大学、日本大学工学部、福島県立医科大学、福島工業高等専門学校

産業技術総合研究所 福島再生可能エネルギー研究所、日本原子力研究開発機構、工業所有権情報・研修館、日本弁理士会、中小企業基盤整備機構東北
本部、福島県信用保証協会、福島県産業振興センター、福島県ハイテクプラザ、福島県商工会連合会、福島県中小企業団体中央会、いわき商工会議所、
相馬商工会議所、原町商工会議所、公益社団法人いわき産学官ネットワーク協会、株式会社ゆめサポート南相馬 など

ビジネスアイデア事業化PG 地域未来実現PG

アクセラレーションPG

起業・新規事業立ち上げ

アーリー期

レイター期

ミドル期

コンセプトや事業アイデアの質を高める、
又は、事業計画を立案し、市場テストを
始める状態。

※課題が山積している状態
メンバー確保、市場ニーズの確認、
シードマネー調達 etc．

起業直後で試作品の市場投入が進んでいることが
多く、市場テスト、ＰＤＣＡを繰り返している状態

※サービス開始後、ＰＲ、会社の発展のための
事業資金が必要

※ＰＭＦ：プロダクトマーケットフィット
（マーケットニーズとサービス/製品の適合）

●事業を立ち上げる準備段階

●事業立ち上げからＰＭＦを目指す段階

●事業が軌道に乗り出す前の段階

重点６分野で起業や事業化等の新た
なチャレンジを目指す方々向けの支
援プログラム

イノベ地域における社会・地域課題
解決を目的とした起業や新事業展開
を目指す方々向けの支援プログラム

●上場を目指す段階

※本事業は、福島県から（公財）福島イノベーション・コースト構想推進機構への委託業務です。

※2）重点６分野
「廃炉」、「ロボット・ドローン」、「エネルギー・環境・リサイクル」、
「農林水産業」、「医療関連」、「航空宇宙」

※１）イノベ構想（福島イノベーション・コースト構想）
東日本大震災及び原子力災害によって失われた福島県浜通り地域等の産業を回復す
るため、当地域の新たな産業基盤の構築を目指す国家プロジェクトです。

FTCサポーター 一覧

支援プログラム（起業・創業ステージ等に応じたプログラムを用意）

シード期

重点６分野で事業化を目指す、又は、
イノベ地域の社会・地域課題解決に向
けた新事業展開を行おうとするアー
リーステージ等にある方々向けの支援
プログラム

〇FTC事業の他にもイノベ地域各自治体でも充実した支援制度やサポート体制を用意しています。
あなたがチャレンジしてみたい事業の立ち上げの第一歩を、ここイノベ地域ではじめてみませんか？

私は、FTCのビジネスアイデア事業化プログラムに２年間参加
し、オーダーメイドで高品質なのに安い「サブスク型防災システム」
を開発しました。
FTCに参加して一番良かったことは、イノベ地域内の自治体の
協力を得て、十分な実証実験を行えたことです。ゼロからプラット
フォームの開発を進めたため、自治体に採用していたただけるま
で品質を高めることが一番の課題でしたが、十分な実証を行えた
ことで自治体の信用が得られ、実際に田村市で水位計と監視カメ
ラを採用してもらうことができました。
また、助成金の手続きについても丁寧かつ迅速に対応していた
だけたため、開発活動に集中することができました。
今後も災害に強く安心安全で魅力的な福島の実現に貢献して
いきたいです。

株式会社エムケー技研
代表取締役 諸根理仁氏

田村市に設置された水位計

FTC参加者の声


